
7.幼小連携・交流活動

R6年度 幼小連携 全体計画

【ね らい】

◎国と小学校との連携を深めることにより、幼児教育と小学校教育の円滑な接続を図る。

O園児と小学生が交流活動を通して、互いに親しみをもつとともに、次のような姿が見られるようにことを

期待する。

・園児は小学校への期待や憧れの気持ちをもったり、自分たちの遊びにいかしたりする。

・小学生は国児への尽いやりの気持ちをもったり、相手のことを考えながら自分の力を発揮したりする。

O園 と小学校の教職員間で、保育参観や授業参観、合同の研修会等をもつこと1こ より、子どもの実態や

指導のあり方など互いの教育についての理解を深め(教育活動の改善・充実を図る。

【年間活動計画】

R6年度 南部幼小交流活動年間計画
交流する中で小学生に親 しみをもち、一緒に活動することを楽 しむ。

交流する中で四兄に親 しみをもち、一緒に活動するこピできる。

幼稚国のねらい

小学校のねらい

〈留意事項〉

*事前事後の打ち合わせを行い、ねらいの確認や振り返り等を行うことで次の交流にいかす。

*特別な配慮を必要とする子どもへの適切な支援について共通理解を図る。

研修:十 画【教職貝】

第 十回幼 小合 同研修 (全教 職 員 )

(架 け橋プログラムの意義・カリキュラム確認 )

交流活動計 画・、S、 り返 り (幼・4ヽ 1担任 間 ) |

中学校校区ブロツク別研修O
第 1回 互見保育・互見授業

交流活 動計ピ百」・ts、 り速 り (幼・1ヽ 1担任 間 )

第 2回 幼小合 同研修 (全教 4説 員 )

(互 見保育・互見投業 tS、 り返 り・2学 期 以降 の計 画 )
|

交流活動計 画 tS、 り返 り(幼・小 担任間 )

第2回 互見保育・互見授業 中学校校区ブロツク別研修②

交流活動計 画 .き 、り退 り(幼 刊 5ヽ担 任 間 )

交流活動計 邑 ,S、 り返 り(幼 刊 1ヽ担任 間〉

第 3回 効小合 同研修 会 (全教職 員〕

(架け橋期 カリキュラム検 証、交流活動 まとめ )

子 ども理解 の会 (全教職 員 )

交流内容【交流児】

お見タコリ違足

【5年 生と幼稚園児】

交流活動

【1年生と幼稚園児】

交流活動

【十年生と幼稚園児】

運動会合同練習【全校児童】

幼小合同運動会【全校児童】

交流活動

【十年生と幼稚園児】

交流活動

【5年生と幼稚園児】

交流活動

【十年生と幼稚園児】

入学説明会

【5年 生と大学予定児】

月

4月

5月

6月

7月

8月
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'0月

II月

12月
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3月

小学校のねらい

幼稚園児の自己紹介 を聞いた

リー緒に遊ぶ、一緒に手 をつ

ないで遠足に行ったりするこ

とを通 して、園児に親 しみを

もつ ことがで きる。

近 くにいる幼雅国児を意識 し

て遊んだりかかわった りする

ことができる。

―緒に七夕飾 りを作ちて飾る

ことを通して、共に作ったと

いう達成感を味わうことがで

きる。

幼稚園児と応援合戦をした

り、競技を見たりた援 したり

することで、頑張りを認め合

うことができる。

秋見つけで集めた材料 を使 っ

た遊び道具 を使 って、一緒に

遊んだ り遊びを工夫 したりす

る

幼稚園児 と遊んだり話 した り

することを通 して、関わ りを

深め思いや りの気持 ちをもつ

ことができる。

グループでお互いに手伝った

り、話し合ちたりしながら凧

を作り、凧を飛ばすことがで

きる。

入学予定児と一緒に遊んだ

り、学′険探検をしたりするこ

とで、最高学年としての意識

や来年度への意欲をもつこと

ができる。

幼稚園のね らい

小学生とゲームをして遊んだ

り、5年生と一緒に手をつな

いで遠足に行つたりすること

を通して、小学生に親 しみを

感 じる。

1年 生 や I年 生 の 先 生 を知

り、 一 緒 に遊 ,Sミ 楽 しさ を味 わ

つ。

自分で考えたり、小学生 と一

緒に作ったりすることを楽 し

み、 きれいな七夕飾 りができ

たことへの達成感を感 じる。

小学生と一緒にκ援合戦をし

たり、互いの競技をA援 しあ

ったりすることで、小学生に

憧れをもち、意欲的に取り組

もうとする。

1年 生の作 った遊具で遊ぶ楽

しさを味わい、秋の自然物で

いろいろな遊びがで きること

に気づ く。

5年 生と遊んだり話 した りす

ることを通 して、親 しみや憧

れの気持ちをもつ。

自分で考えたり、互いに手伝

ったりして凧 を作 り、風が空

にあがったことへの達成感を

感 じる。

5年 生と―結に遊んだり、学

校探検をしたりすることで、

小学生になることへの期待や

小学校生活への意欲を高め

る。

交流 内容
【交流児】

お見知り逹足

【5年 生と幼稚園児】

よろしくねの会

【十年生と幼稚園児】

みんなで七夕飾 りを

つくろう

【十年生と幼稚国児】

運動会合同練習

【全校児童・幼稚園児】

幼小合同運動会

【全校児童・幼稚園児】

秋祭 りをしよ う

【十年生と幼准園児】

お楽 しみ会をしよう

【5年生と幼稚|≡ 児】

凧をつくってあそぼう

【十年生∠幼稚園児】

学校って

どんなところ?

【5年生と入学予定児】
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Z023年 12月 ZO日 (フJく ,

1生蟄 室

1年生

1学期の内容 :「 きせつと なかよし あき」
(『 生活』:11月 )

◆ みん な で 乗 しく透 ′もヽ際 、運 具 や 用 具 の 手 偏 や

片づけ、掃除、整理整頓をしている。【知・

技】
◆園児の様子を意識して、伝わる方法や言葉を

選んでいる。【思・半」・表】
◆おもちゃの楽しさを伝えたいという思いをも

ち、すすんで触れ合い交流しようとしている。
【主体的】

1年生への援助

0ルールを説明する。場合によ

つては、やつて見せる。

●わかったかを確認 して一緒に

遊ぶ。

●ルールはある殉ヾ、あまりこだ

わらず楽 しんでもらうことを

心がけるように促す。

●幼稚固生に声をかける姿を嚢

めて認めるとともに、幼稚国児

が困つていたら、教えてあげる

9:35 01年 生 と一緒 に楽 しく過 ご

すことを伝え、安心して活動

に参加できるようにする。

●靴や荷物 を置く場所を伝え

る。

(靴 よЧ陥 下段、荷物 Iま ドリ

ームホールのベンチ側に置

はじめの会をする (ド リームホール)【担当 :釘宮】

0「幼稚園児に楽 しんでもら

う」という活動のめあての確

認をする。

0それぞれのグループごとに遊

びの紹介をする。

【秋の遊び祭 りの場】

○るつのグループ

① どんぐりごま② どんぐり迷蕗

⑤ どんぐり人形ペンダン ト

④ どんぐり滑 り台

⑤秋のお弁当

⑤つかみ どり

② コロコロポックス

⑧キャッチIFっ くり

◎ どんぐリコプター

に分かれて順番にまわる。

Oグループで簡単に遊びのルールを開 く。

O遊 ,Sヽ 。

○前半グループ後半グループに分かれてす

る。その間、何度でも遊べる。

9:45 0緊張や不安 でできな い子 に

は、教師が寄 り添い、ルール

にはこだわ らずさわ つた り

遊んだりできるようにすると

0様子を見守 り、必要に応 じて

声をかけるようにする。

Oス テージに向かつて並ぶ。

○元気よく挨拶をする。

O今 日の活動についての話を聞

く。

○ルールを説明する。

O遊ぶ。

○自由に何度もチャレンジする。

【それぞれのグループのルール】

① どんぐりごま→バ トル場で友だちと闘 うことができる。

② どんぐり迷路→スター トか らゴールに行けた人の勝ち

③ どんぐり人形 ペンダン ト

→買いに来てくれた人にわたす .

④ どんぐり滑 り台→一番違 くまで転がったひ とが勝ち。

③あとのお弁当 →買いにきて くれた人にわたす。

④つかみ どり→た くさんつかめた人の勝ち。

② コロコロボックズ→どんぐりを入れて、下 までたどりつい

たらゴール。

③ キ ャッチ ,ご っくり→足で透んでまつばっくりをキャッチ

できた らオッケイ。

③ どんぐリコプター → 3回 投げて点わヽ高い人の勝ち

今回は、前半後半に分かれてお世話をします。片方のグルー

プは一緒に遊びます。遊び場に行ったら、カー ドにシールを

貼ってもらう。

や回 祭りを行う (1年教室、ワークスペース、学習窒)【担当 :釘宮】

子どもの姿

「あきあそびまつりJを しよう !

幼稚国児

【Ⅲ期(9～ 12月 )の 内容】:

〇小学生と触れ合い、親しみを感じる。
O季節の変イロこ気づき、収穫を喜んだり、自
然物を使っていろいろな遊びをしたりする。

◆ 目分 たちが考えたあそひ以外 にも、秋 の 目

然物でいるいるなあそびが できる ことに

気づく。       〔知・技の基礎】
◆1年生の話を聞き、ルールを守つたり、時に

は自分の気持ちを調整したりしながらあそ
びを楽しむ。    【思・半J・ 表の基礎】

◆意欲的に遊ぶ中で、1年生に親しみや憧れ
の気持ちをもつ。   【単び・人間性等】

幼稚国児への援助

活動名

ねらい

教育課程
上の

つながり

この活動
で育てた
い姿

時間

0教室で水分補給と休憩をとる

ように伝える。

0後半グループと交代する。

0すすんで幼稚園生とかかわる

姿を霰めて認め、気持ちよさ

を味わえるようにする。

●困つている幼稚園児がいたら、
「どうしたの」と聞き、何に困

つているのかを言詞 ヒさせる。

そ して教師に伝えた り手助 け

をしたりする。

0子どもの言葉 に共感するとと

もに、うまく話せないときは代

弁 して伝えるようにする .

0思 つたこと、伝え合いでよかつ

た ことの 2つ の振 り返 りをす

ることをつたえる。

●入学説明会で授業を見に来 る

ことや 3学期 にも交流会があ

ることを伝え、次回に期待がも

てるようにする。

○感想を話 したい人は前に並び、

楽 しかつたことや気づいたこと

などを話す。(1年生→幼稚国

児 )

○話 している人の目を見て話を聞

く。また、話が終わつたら拍手

をする。

O次回の交流に期待を持つ。

○さよならをする。

○前半が終わったら、休憩を入れ

る。

O幼稚園生→また遊んでいいこと

を伝える。

小学生→後半グループと交代す

る。

○見本やルールを聞きながら、自

分たちで遊ぶ。

O友 だち同士で「こうするといい

よJと 話 しながら遊びを楽 し

む。

0子 どもの言葉 に其感すると

ともに、うまく話せない時は

教師が思いを代弁 して伝 え

るようにする。

0ま た小学校 にくることを伝

え、次回の交流に期待をもて

るようにする。

● ドリー ムホールで水分補給

と休憩をとるように伝える。

0すすんで遊びに取 り組む姿

を褒めて認め、気持ちよさを

味わえるようにする。

●教師 を頼 ろうとす る子 ども

には、友だちの遊び方を見る

ことを伝え、どうしたらいい

かを一緒 に考 えるようにす

る。

振り返りをする。(ド リームホール) 【担当 :釘宮・吉野】

10:00

10:05

10:20

10:35

【環境設定】

≪幼稚園生が用意する物≫

○シューズ

O名札

○水筒

Oあ そびのカー ド

≪小学生が用意する物≫

〇シューズ

O名札

O水 筒

O遊 びの道具→設置ずみ
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「凩をつくってあそぼう!』

事後の話し合いをもち,

次の活動へつなげられるようにする

りすぐモlrに いБttLC》 ことを氏1=む `け る予at予 と`ぅ■な全体め臣用から日入り騨尾にE Or

☆踏見窯 百

'｀

らつ
'ょ

'お
fる

'駒 児罵り持 わ り
=て

に百 うてほ し 1ヽ餐」
・・・

『 自立 ■むF古継 liよ る檻 えき いB7性會生を とのかかれ 甲ど     ｀

く)[陣島・載催〕・・・風お■哄;｀ てくると rぃ 童だ !む と設Iす 出す子OFぃた,騒 ヒ轟p)園像1=縄

ユ|｀ こ送t杵疑盈壁
とWtい

'fる

と窮導iィ■にもしなくてもら,tられて
0こ尋寺力 `学l斬 力・森襲力〕…Ⅲ騒 ,た とをには、r欲 えてくrtぃなと言いとfeた t,、 四l■

f,韓手を見4,■ ら件つてみたIJ tt η譲(尻を年る姿お'見 ら―柱た.爾尾ゆ蝶子を見なおくら、
手を貨すこと,・て會た.

OI学び1争 自4｀ ニカ・小重佐等】・い最様t=界を記lゴ すミとを楽し身!=し て、曇長ヨて凩をヵ

u受澱舎れ今回目1=な り、撮り為t'て
tま

'4ゝ
宇生のOOく

～
4t叡 えてく

'R、

てうれもお`■
た!Jと 具体中に 1年生♂〕墓市を出す姿がえられ、かか■攣経澪■つてをたこと

'f働

え
る。

Otよ をちをする時に小学生す「待,て ヽよ!Jと 吉ゥて(■ 1た 寺とうf毎 とくて、r毎 予く
:与生 に

'3'Wた
い とJと 錠 学 生f態徐 壱モ,つ襄 が 見 嗽れ たマ

ψ季″￢″~′ liユ ■ヽ〔ヽ・●つと■■,デ ~′ 9″ 鳳二■`すT→ u:,に E=雲れミめヽ
`い
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とて襲軸をしていきた 1ヽ.
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本 を与そ にで きとよ う範 させ た くヽ.

′、 10ヽ 11局 、 1月 )で行ヽ`たい。
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に転百課長 1臣 篤浅できるよう
`=ttお

く,

６

よ
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ほれ る8妻重疫島導量浄屋協番證ぜ

り
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士て昨4Fを
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たりと

'か
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。筆空と量菅身奮可最争覺なみ子ち年る,)ではなく.友だちと驚し合,て停Ь釜お・多かつた,

0黒0子を見 イ葡 争壱考 えた

',竹
ひイやセ ロイヽンテープの徴 を敬 えて重盤 した 叩しな謗!

。虫蕉浄辮 1歩窃与ドェ罵ぉf島、準もあて、と>クリエト五とをLでやって̀
み
るなどⅢ

。二撫講と歴を確笙承&1車生やIi阿士みをかけふって黒嘉を皇した
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霊4こ踏撃撒議七g駐まξttPrて
い々

,ど
もJ,かったこた、凧4

0継
与通諌 従

ないいて歌えてギ さいコと自
?か

ら頭亀だけ離 今て
聟

Fう とした中す

0「 学生に本C閣 1す 培諦!を 韓える鵬見の姿を見て,「 納楼口生,,Iこ う必ギすごいね」と苺ミヒ
ていた。
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管
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OBl記のそどに毒り奉い.庁ひど
=も

,て めfよ うと`Jと βをか1,て 持oぞれげていた。
0ひ どをつとするとこの手―ア♂〕議″合,て いるうヽなと す1.2.3,4,S■ と一織Ⅲf数 え

。聰を,1｀義爾字継え嵐鷲 i繁毒彙孝きだけてなく、1年■や真だちと等し書
。穣挽:離第蹴逮筆岸銑鶏庶ち(vゃ熙募げl‐擦味ともち、轟離雛

ていた。

てこかめてヽ

r雄書堂婚 と0かかお り』・「 自立碓B『言葉による低え台い選
=患

考力の
,国影.燥機や蕉宇など今り E囀 4・ 尋覚譲

・横鶴の事壁】

r餞二
〇 r揃薇

1年 生

鋤継願

1轍

幼牲爛

小学織

1学 生

薗
'え

1年生

調 鬼

爾え

与
れ

と

い

」

に

つ

い
て

今
後

に
伺
け
て

子
ど
も
●
姿
争
ら
見
取

，
た
〓
と

子
ど
も
の
委

げを葉しむ。
● r凧あげをして遊,こ 1」 という共通の目的をもち、気づいたことを伝え合つたり、一緒に
作つたりしながら、友だちや1年生とのかかわりを楽しむ。

●友だちや 1年生と■繕に遊ぷ中で、思つたことや気づいたことを自分なりの言豪で伝え
りた り

であそぶ」というめあてをもち、幼不陰園児の様子を気にかけながら作り方を
教えたり手伝つたりする。

●作つたり遊んだりする中で、思つたことや気づいたことを友だちや幼〒佳園児Iこ 伝えた
り、話を聞いたりする。

●

ねらい

幼維固児
上 の

年 生

幼稚国児

この活動
で育てた
い姿

子どもの姿から見取る① ヽ

「育てたい姿は見られたか?」

真や動画
手がかりに

写

どんな子どもの姿が見られたか

「ねらいはどうだったか?」

取 るの Ⅲと,お



「1年生やさしかったね。」
「僕も棒のところは、自分でできたよ。」

「ほら、見て!見て !あ がったよ !」 一緒にやってみよう

返
し
ま
す
。
そ
し
て
、

認
め
た
り
、
見
守

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
難

し
い
と
き
は
、
傍
に
行
っ
て
手
伝
い
ま
す
。

一
年

生

の
Ａ
児

は

二
日
の

分
用

は

伯

っ

こ

ω
ｌ
パ

を

テ

＝

フ

て
伺

け

も

う

卜

本

は

ヒ

ニ
引

ん

Ｃ
上

Ц
司
川
ヨ
封
日
油
劇
可
引
可
コ
剖
切
別
Ц
劃
剛
Ⅶ

て―
引
翻
獨
劇
別
到
劃
割
呵
ヨ
刊

そ

し

て
、
一
と

つ
ち

か

ら

す

る
？

」
と
声

を

か

け
、
そ

っ
と
手

を

添

え

ま

す

く
竹
ひ
ご
の
付
け
方
が
わ
か

っ
た
Ｂ
児
は
、
自
分
で
テ
ー
プ
を
貼
り
終
え
る
と
―
貼

，
た
と
こ
な
を
指
で
押
さ
え
な
が
ら
、
「―
、
２
、

３
、
４
、
５
」
と
数
え
、
５
箇
所
貼
っ
た
こ
と
を
確
が
め
る
と
、
う
な
ず
き
ま
し
た
。
続
け
て
、
自
分
で
縦

に
テ
ー
プ
を
貼
る
次
の
作
業
を
終
え
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
後
の
つ
ま
よ
う
む
で
ビ
ニ
ー
ル
の
左
右
に

穴
を
あ
け
、
そ
こ
に
凧
糸
を
通
す
】作
業
に
な
る
と
、
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。そ
れ

を

じ

っ
と

見

て

い

た
Ａ
児
は
、
「
穴
を
通

す
の
難

し
い
ね
」
と
Ａ
一
緒

に
し
始

め
ま
し
た
。
Ｂ
児
も

で
ビ
ニ
ー
ル
を
押
さ

え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

寺

ヽ

」
　
レ
⊂

り

ま

と

全
員
の
凧
が
で
き
上
が
る
と
、
外
で
の
凧
あ
げ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
前
日
に
降
つ
た
雪
の
影
響

で
、
地
面
は
緩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
作
っ
た
凧
を
手
に
、
「
ほ
ら
、
見
て
！
見

て
！
み
が
つ
た
よ
！
」
Ｆ
」
ん
な
に
高
く
あ
が
っ
た
よ
！
」
と
言
い
な
が
ら
、
校
庭
を
た
り
回
り
ま
し

た
。終

わ
り
の
会
で
は
、
一
年
生
も
園
児
も
話
し
た
い
数
人
の
子
ど
も
が
前
に
出
て
、
感
想
を
発
表
ｔ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
、
教
室
と
園
に
戻
っ
て
、
振
り
返
り
を
し
ま
し
た
。

一
年
生

の
振
げ
返
り
の
場
で
は
、

．
用

の
構

を

支

え

た

」
一
糸

を

逓

す

の
を

手

侮

【ッ
た
」
．
窺

秘

匡

引
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引

劇

例
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宮

封

側

¶

割

赳
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鴬

留

狙

ロ

コ

郵

鶏

「

劉

箇

ｑ

朝

可

で

凧

を

あ
げ

て
い
た
か
ら
、
絡

ま
ら
な

い
よ
う
に
違

う
と
こ
ろ
で

し
た
よ
」
な

ど
と
感
想
が
出
さ
れ

ま

し

た

。

園
で
の
振
り
返
り
の
場
で
は
、
「
凧
が
み
が
つ
て
楽
し
か
つ
た
」
「た
っ
た
ら
、
凧
が
あ
が

，
た
！
」

と
、
凧
あ
げ
に
つ
い
て
の
感
想
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
ま
し
た
。
保
育
者
は
、
「
凧
あ
げ
が
楽
し
か
っ
た
ん

だ
ね
。
じ
ゃ
あ
、
作

る
と
き
は
ど
う
だ

っ
た
？

と
問

い
か

ま

す

。

え

ま

す

他

の
子
ど
も
た
ち
も

し
ま

す

当

に

一

生
は
上
手
だ
っ
た
ね
」
と
言
う
保
育
者

に
、
「で
も
、
棒
の
と
こ
ろ
は
自
分
で
で
き
た
よ
」

数
人
の
子
ど
も
が

話
し
ま
す
。
保
育
者
も
、
「
そ
う
だ
ね
。
み
ん
な
も
先
生

の
お

を
よ
く
聞

い
て
上

手
に
作

っ
て
い
た

よ
ね
」
と
認
め
ま
す
。
そ
の
後
、
「
ま
た
、
凧
あ
げ
し
た
い
ね
」
と
み
ん
な
で
話
し
、
翌
日
か
ら
も
凧
あ

げ
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
で
今
年

の
交
流
会

（全
３
回
）
は
終
わ
り
で
す
。
来
年
は
、
今

日
の
う」と
を
思
い
出
し
て
、

今
度
は

一
年
生
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
園
児
に
寄
り
添
う
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
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「
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に
つ
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が
る
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年
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の
姿

オ
ー
ト
ー
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は
、
「
社
会
生
活
と
の
か
か
わ
り
」
に
つ
な
が
る

一
年
生
の
姿

く

と

り

＝

●

●

Ｉ

Ｉ
い
・淵
〔

〕

■

■

十

＝

”
口

峠
●

＝

イｉｔ‐
，

ヽ

中
ぃ・
ギ

｛

‐―
・
■

劫

―

〜
■

●
■

●

咋

‐――‐，
一一．イ

い
ヽ

ぃ
１１

た
ぃ

注
，

，，

′
卜
か

，

い
ヽ
す

い
・■

！

に

ｒｉ

●

‐‐！′―，
‐‐イ，
け

Ｈ

伸

一日
一
〔■
●
“■

，テ‐‐
●
一
一
一Ｗ
　
・ｉ一
Ｐ
』ェ

■

′■

一株

・■

■
．
一■
■
れ
■
中
イ
ーー
‐
い
相
■
■
■
■
■
オ
ー〜――‐

ｉ
ｔ
ｒ
．
相
■

十１，ｌ
ｉ
・……‐――ｌ
ｉ
ｔ

………
，

Ｔ
古
イー…‐；
わ

一

十

ｒｉｌ

い
，

■

，

〜
〓
■

”

‐
ＩＩ‐…
≡

に

‐‥―‐
―
ナ

＝

・
　
・り
和

卜
■
や
相
Ｌ

‐‥十‐一４
無
に
ヽ
ド
ド■
・＝
―――‥――コ白
ｔ
ｔ

；「
Ｉ
切

，
い
■
い
Ｐ
卜
れ
い
―……^…‐
‐―――…‐
〜
…………
ｌｉ…，
、‐
イ
ヽ

い
一Ｐ
Ｉ
＝
わ
社

‐ｉ！―，
．

●

ｔｒｌｌュ‐
■

．「

十１‐‐‐
＝

Ｌ

‐―‐、‐
「
相

Ｉ
ｎ
一＝

，‐ｌ
ｉｌ
‐や

ヽ

常

ち

十■
一〓
●
■
一ド
・い
●
ｉ

い
ヽ
■

オ
一■
曲
甲
や

イー
……‐
・
一
■

，！‐Ｆ
■
Ｌ
汁
一
‐―……
ｒ
「．
■
↑

‐‐
■
い
イヽ
、■
卜「
ｉ
■

“

自立耐・社会生活とのかかわり

「 保育者や教師の援助 a環境構成のポイント

・互いのねらぃや留意点等を共有したり、今後や来年度の見通しを

もったりできるように、幼小の教職員同士で、事前・事後の話し合い

をもつ (別添『 由部幼稚園・由部小学校交流活動計画L参照)

,安全に作業ができるように十分な広さのあるスペースを確保

:凧を作成する見通しがもてるように、見本を提示し、作成の手ll贋 を

確認できるようにする
。子どもたちの目的が実現できるよう|こ 、また、子ども同士で考え合っ

たり、教え合ったりできるように、保育者や教節は、見守るⅢ様子を見

ながら言葉をかける、手伝うなどする
。思いや気付きが共有できるように、幼小それぞれでも、振り返りの場

を設ける

*本シーHよ、竹田市立南部幼稚目 (市町村幼児教育アドバイザー在籍)と 同由部小学校の交流活動及びそのヨ



蜘 兇期翰終わりまでに育ってほしいl⑤ の姿とは?』

2023.3.20 大分県教育委員会

「どっちからする?」 話をよく聞いて、自分で作るぞ !

「
凧
を
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
」

（幼
小
交
流
活
動
）

（
こ
れ
ま
で
の
経
緯
）

‐２

月
。
幼
稚
園
で
は
、
『
お
二
月
』
の
歌
を
う
た
っ
た
り
、
『

‐０

ぴ
き
の
か
え
る
の
お
し
奉
つ
が
つ
』

の
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
す
る
中
で
、
「
凧
あ
げ
を
し
た
い
な
」
と
で
つ
思
い
が
出
さ
れ
、
「
３

学
期
に
な
っ
た
ら
凧
を
作

っ
て
凧
あ
げ
を
し
よ
う
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
一
年
生
も
生

活
科

の
「
さ
せ
つ
と

な
か
よ
し

心ヽ
ゆ
」
■
き
た
か
ぜ
七
あ
そ
ば
う
し

で
凧
あ
げ
を
し
た
い
と
話
し

合

っ
て
い
ま
し
た
。
園
で
凧
を
作

っ
た
経
験

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
も
多
く
、
自
分
た
ち
で
凧
を
作

っ

て
あ
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
「
幼
稚
園
生
も
凧
を
作
る
ん
だ
っ
て
」
と
聞
い
た

一
年
生
は
、
「
教
え

て
あ
げ
た
い
な
」
ｆ

緒
に
作
り
た
い
な
」
と
で
つ
思
い
を
も
ち
、
園
児
と

一
年
生
で

一
緒
に
凧
を
作

っ
て
、
あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
、
交
流
会

の
日
ま
で
に
、
凧
の
材
料

の
ビ
ユ
ー
ル
の
色

を
選
び
、
そ
こ
に
、
自
分

の
好
き
な
絵
を
描
い
て
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

―
月
。
交
流
会
の
日
。
小
学
校
の
ホ
ー
ル
で
の
は
じ
め
の
会
が
終
わ
る
と
、
一
年
生
教
室
前
の
ワ
ト

ク
ス
ペ
ー
ス
に
移
動
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
前
に
は
、
凧
の
形
を
し
た
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
が
見
本

と
し
て
ボ
ｒ
ド
に
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
竹
ひ
ご
を
手
に
し
た
保
育
者

（
以
下
幼
稚
園
教
員
を
保
育

者
、
小
学
校
教
員
を
教
師
と
記
載
）
か
ら
、
凧
の
作
り
方
に
つ
い
て
、
説
明
が
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
保
育
者
と
見
本
を
見
な
が
ら
、
よ
く
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
保
育
者
は
、
竹
ひ
ご
の
付
け

方
を
説
明
し
な
が
ら
、
Ｆ
】
こは
、
友
だ
ち
が
手
伝
う
と
い
い
か
も
ね
」
と
言
葉
を
付
け
加
え
ま
す
。

ま
た
、
セ
ロ
ハ
ン
ア
ー
プ
を
貼
る
場
面
で
は
、
「
何
個
付
い
て
る
？
」
と
問
い
か
け
、
子
ど
も
た
ち
も

一

緒
に
「
１
１
２
１
３
個
！
」
と
数
え
ま
す
。
「ま
だ
ま
だ
グ
ラ
グ
ラ
す
る
か
ら
、
あ
と
２
個
付
け
ま
す
」

と
保
育
者
。
続
け
て
「全
部
で
何
個
？
」
と
聞
く
と
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
「
５
個
ｒ
」
と
答
え
が
速
っ

て
き
ま
し
た
。
「
今
度
は
テ
ー
プ
を
‥
ご
と
言
い
か
け
る
と
、
数
人
分

一
．一年
生
が
ヾ
す
．縦
に
住
、け
，な

」‐‐

「
前
に
し
た
こ
と
あ
る
」
と
、
士″
を
上
げ
ま
し
た
。
保
育
者
は
、
「
よ
く
覚
え
て
る
ね
。
そ
う
、
縦
に
付

け
ま
す
」
と
説
明
を
続
け
ま
す
。
ひ
も
の
付
け
方
を
説
明
す
る
場
面
で
も
、
■
大
．■
．み
げ
．な
≡」■

，
す

■
，

じ
，Ｃ
と
が

，
■
赤
ｆ
．残
げ
な
中

，朱
在
、垂
す
．生
ｒ
，一
年
生
が
．舞
喜
し
、
「
わ
か
る
人
は
教
え
て
あ

げ
て
ね
。
見
本
も
置
い
て
あ
る
か
ら
ね
」
と
、
保
育
者
は
曽
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

説
明
が
終
わ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
場
所
に
移
動
し
ま
し
た
。日司
ｑ
引

は
、

．
み

え

金

う

た

め

に
、
グ

九
―
フ

に
し
た

方

か

い
い
」
．
一
年

生

だ

け

て

固

ま

ら

ず

、
統

稚

匡

生

の

両

に
人

一ッ
た

方

が
勢

え

や

す

い
」
な

と

と
、
事

前

に
託

し
合

っ
て
お

り

、
匡

児

と

一
年

生

が
交

互

に
す

布

り
、
円

に
な

一ン
て
用

作

り

か
難

ま

り

ま

し

た

作

っ
て
い
る
途
中
で
、
「
テ
ー
プ
回
し
て
よ
」
と
で
つ
声
が
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞

い
た

一
年

生

は
、

を

「
―
、
２
、
３
、
４
、
あ
と
―
個
」
七
数
え
な
が
ら
、
テ
ー
プ
を
５
つ
、

ま
と
め
て
切
っ
て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

「で
き
な
吼

ど
う
し
た
ら
い
い
？
」
「
先
生
、
手
伝
っ
て
！
」
と
言
う
声
が
聞

こ
え
る
と
、
様
子
を
見

‘

が

ら

、
次

節

や

呆

寄

哲

よ

、
「
記

へ

を

記

て

ご

ら

を

。
中
「
ぉ

覚

圭

て
幻

′、
て
ご

ら

を

。
い
と

一
支

ま

協
力
園

・
校

竹

田
市
立
由
部
幼
稚
園

・

竹

田
市
立
由
部
小
学
校

事

例

か
ら

見

ら

れ
る

‐Ｏ

の
育

ち

自
立
趙

保
育
者
や
教
師
の
話
、ａ
分
が
灯
．，
で
い
な
と

と‐
を
伝
え
‐ｒ

，
と
す
る‐
一
年
生
の
発
言
‐を

よ
ぐ

聞
き
、
で
き
る
こ
と
は
自
分
の
力
で
行
い
、
凧
を

作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
難
し
い
と

き
に
は
、
自
分
か
ら
、
「
ど
う
し
た
ら
い
い
？
」

「
手
伝
っ
て
」
と
伝
え
、
一
年
生
や
友
連
の
力
を

借
り
た
り
励
ま
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、
難
し
い
と

と
で
も
自
分
の
力
で
や
っ
て
み
よ
う
と
試
み
て
い

る
。
そ
し
て
（
自
分
で
作
り
上
げ
た
凧
が
あ
が
っ

た
こ
と
に
う
れ
し
さ
と
満
足
感
を
感
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
体
験
が
、
小
学
校
以
降
の
自
分
で

で
き
る
こ
と
は
自
分
で
し
よ
う
と
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
け
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
難
し
い
こ
と

は
、
教
師
や
友
達
に
聞
き
な
が
ら
粘
り
強
く
取

り
組
ん
だ
り
す
る
姿
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
わ

れ
る
。

5歳児・打年生

CASE 4T

幼兄期の終わりまでに育つてほしい姿
「10の姿 J

協同性
言葉による

伝え合い

社会生活との関わり

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽し

む中で、しなければならないことを自覚し、自分の

力で行うために考えたり、工夫したりしなお|ら 、諦

めずにやり逃げることで達成態を味わい、自信を

もって行動するようになる。

数量 '図形ヘ

の関ミ・感覚

自立ミ

'後
の話し合いに、県幼児教育スーパーバイザーが参加し、作成したものです。



8 家庭 。地域 との連携 幼小「学びの
(

幼児教育では、遊びを通して小学校以降につながる3つの資質・能力 (「 知識及び技能の基礎」イ思考力、判断力、著

期の終わりまでに育つてほしい姿」(『 10の姿」・…①健康な心と体/②自立心/③協同性/④道徳性。規範意識の芽:

の関心・感覚/⑨言葉による伝え合い/⑩豊かな感性と表現)が見られるようになります。南部幼稚園では、次のよう

①「健康な心と体」 ②「自立心」 ―③『将

崇

機
一諄

「忍者ごつこ」(5月 )

友だちと一緒に固定遊具などに挑戦する中

で、自分なりに遊び方を考えたり友だちの姿

に刺激を受けたりし、遊具の使い方に注意し

ながら身体を動かすことを楽しみます。

↓
≪小学校では…≫

見通しや自分なりのめあてをもって

生活や学習をする力につながります。

―
⑥『思考力の芽生えJ

「シャボン玉あそび」(6月 )

自分なりに考えたり、予測したり、工夫したり、

友だぢの考えを取り入れたりしながらシャボン

玉液作りやシヤボン玉あそび用の道具作りを行

い、くり返し試して楽しみます。

↓

≪小学校では…≫

探求心をもつて考えたり試したり

することで、主体的に問題を解決し

ようとする態度につながります。

「チャレンジあそび」(一年中)

友だち同士でコツを教え合いながら、ホツピ

ングやフラフープ、なわとび、こま回しなどに

くり返し挑戦します。上達して自信をつけ、自

分たちで新しい遊び方も考えて楽しみます。

゛

≪小学校では…≫

自信をもつて活動し、学習に粘り

強く取り組む力につながります。

⑦「自然との関わり・生命尊重」

「朝顔の栽培J(5月 ～7月 )

5月 に種をまきます。毎日本やりをする中で、気
づいたととを友だちと伝え合い共感しながら朝

顔の生長を楽しみます。7月 になると、きれいな

花が咲き、しぼんだ花を使つて色水遊びも楽し

みます。

↓
≪小学校では…≫

自然物への理解や知識が確かなも

のになり、命を大切にしようとする

態度につながります。

「カエJレE

クラスみんなで力エノ

イメージや願いを共ラ

合い、工夫したり協ノ

(令和5年度は力工′し

屋さんごつこにまで:

く
≪小学本

学級での集団泥

的に向かつて友だ

姿につなが

③「数量や図形、1

関西

「お正月あて

友だちと考えを出しf
カルタを作つて遊ぶこ
みます。そして、楽しく

必要性に気づき、興田テ

１

一

〔

￢

≪′」ヽ学杯
学習に関心をも

=
伴つた理解や、学ん

中で活用する態E



うながり」シrト
1令和5年度の子どもの姿より～)

令和 6年 5月発行

*毎年発行,保護者会で配付,小学校や地域の幼児教育施設と共有

現力等の基礎」・「学びに向かう力、人間性等」)を育むことが求められています。この資質靖ヒカが育まれると、「幼児

三え/⑤社会生活との関わり/⑥思考力の芽生え/⑦自然との関わり。生命尊重/③数量や図形、標識や文字などヘ

な教育活動を展開し、遊びを通した学びを小学校での生活や学習へとつなげています。

1同性」:         ④道徳性・規範意識の芽生えど       ⑤『社会生活との関わり」

|っこ」(6月 )

″になりきつて遊′Sヾ 中で

]し、互いに考えを出し

,したりして楽しみます。
のお家づくりからお店

と展していきました。)

レ

だでは…≫

動の中で、共通の目
うと協力し学び合う
ります。

要識や文字などへの
卜・感覚』

び」(1月 ～2月 )

い、一緒にすごろくや
とで、文字や数字に親し

遊′Sヾ 中で、文字や数字の
を持つようになります。

レ
|で は …・≫

て 取り組み、実感を

だことを日常生活の

Eにつなんヾります。

『運動会ごつこ」(9月 ～10月 )

幼小合同運動会の経験をもとに、クラスみんな

で相談してやりたい競技を決めます。友だちと

協力して遊びをすすめる中で、きまりの必要性

に気づき、自分たちでルールを作り、守りなが

らゲーム遊びを楽しみます。

↓
≪′」■浄校では…・≫

相手の事も考えて自分の気持ちや

行動を調整し、学校生活を楽しく
過ごすことにつながります。

|◎r言葉による伝え合い」

「振り返り」(毎日)

遊びの中で楽しかつたことや困つたことを自分

なりの言葉で伝え合い、クラスみんなで思いを共

有することで、新しい内容を取り入れたり、きま

りを作つたりして、遊びをより発展させて楽しむ

(あそび込む)こ とが出来るようにしています。

↓
≪小学校では…≫

友だちと互いの考えを伝え合い、

受け止めたり認め合つたりしながら

学びを深めることにつながります。

「秋のお店屋さんごつこ」(11月 )

クラスみんなでやりたいお店を相談し、秋の

自然物を使つて商品や看板など必要なものを

作ります。そして、本物のお店屋さんの様子を

自分たちなりに再現しながら、お店屋さんと

お客さんになつて、やりとりを楽しみますと

↓
≪′」ヽ学校では…・≫

自分が関心を持つた情報を積極的
に取り入れ、学びを深めることにつな

がります。

⑩「豊かな感性と表現」

3 

「

「表現あそび」(11月 ～12月 )

劇のセリフや動き、リズムの隊形やポーズなど、

自分たちで考えを出し合い、友だちと一緒に創
りあげていくことを楽しみます。12月の発表会
では、表現あそびをお家の人にも観てもらい、
さらに達成感を味わいます。

↓
《小学校では…≫

音楽や造形、身体を使つた学習など、

感性を働かせ、表現することを楽しむ

活動につながります。



おわ りに

園や小学校の代孝く、行政関係者、大学教授、保護者などが集まり、架け橋期の力 4)キ ュラゑ開発会議を通 じて取組
を検証 した結果、それぞれの意見か ら幼保小接続の課題 や解決策が見説された。 これらの意見は、今後の取組の方向
性を示す光である。引き続 き立場を越 えて共に研究を進めてい くっ

カリキュラム開発会議委員～二年間の取組を振り返って～

当初事業説明を受けた時は、まったく理解ができず、保護者に

は関係のない話ではないのかと思っていたが、会議に参加 してい

くことで事業の趣旨や目的、子どもたちの目指す姿が理解でき、

先生方だけでなく、保護者の理解・協力も捲要だと感じました。
このカリキュラムがスタンダー ドになるまでは、先生方、特に

一年生の担任の先生の負担は多くなるのではと感 じます。幼保の

学び、それを踏まえての小学校での教育。今後も幼保小の交流、
先生方も含めて継続 し、子どもたちに係る全ての人逹が協力して
いければと思います。 (保護者)

幼保小架け橋プログラムに参加 して幼児・児童に対する意識が

変わりました。入学時の児童の発言や行動を「こうしなければ」
という教節側の指導ではなく「どうしたい ?」 と児童主体に考え

られるようになりました。カリキュラムを作成する中で、幼児期
の育ちを生かす難 しさ、そして大切さを感 じました。またこれか

らも、校種を跨 ぐ取組のため、市教委の支援も欠かせないと思い

ます。今後も、 この取組が幼保小中一貫 と言われるような竹田市
の教育の礎になる事を期待 しています。 (小学校 )

幼児教育保育施設で子どもを預かった時から連携は始まってい

る。基本的な生活習慣から始まり。様々な体験をすることが、そ

れ以降の学びに向かう力の上合に繋がっていく。一人ひとりの子
どもに目を向けて寄り添い、支えていくことを考えていきながら、

架け橋期の子どもたちの姿について幼保小の立場を超えて話 し合

うことが何より大切だと思う。 3年間のモデル地域 としての取組
は終わるが、合同研修会などは引き続き開催 して、みんなで学tSミ

機会を作ってほしい。卒園児の小学校での様子なども聞いて、自

園の保育や教育についてもしS、 りかえりたい (幼 児教育施設 )

十年目はカリキュラムを作成する事が、目的と考える発言が散
見されたが、年度を重ね、子どもの学びを円滑に接続する事が、
目的であるという事が浸透 してきていると感 じる。それを支えた
のが、合同研修会だった。担当者だけでなく、多くの職員の参カロ

を促 したのが、効果的だったのではないだろうか。 2年 目からは、
各校区で合同研修会が企画・運営されはじめ、持続的な取組への

布石 となっており、これをより自律的なものへとすることが大事
だと考える。 (小 学校)

保育所勤務二十年以上の経験の中、小学校第一学年の担任の先
生が、一年生の行動は予想を超えることが多く、子足え難いと思っ

ていたことに驚いたことがあります。

就学前のこどもたちは、自分の始末ができ、排泄、会話等、お

手伝いも上手です。一説によると3歳で 80%人 間形成ができる
とも聞いています。就学児前のこどもを矢口ってもらうために、幼

保小の架け橋プログラムで連携を進め、もっともっと、こどもの

チカラをいろいろな分野から引き出していけるように活動 してい

けたらと思います。 (幼 児教育施設)

本プログラムを通 し、十人の年長児を対象に運動や学習の基礎
となるバランス能力の変化に有意差が見 られる成果を得た。 しか

し、課題 として、数名の児童に対 しては効果の低さが見 られたた

め、全ての児童に有効とは言いがたい結果となった。 しかしなが

ら、幼保小時期に医学的な宍口見に基づき運動を行うことは、子ど

も連に良い変化を与えることが実感できた。 (医療関係者)



3年間を振 り返って、質の高い専門的支援ができたか不安です
が、私にとっては良い経験であり、子どもたちの成長に携わるこ
とができ、嬉 しく思います。一言でいうと、「楽 しかった」です。
この活動は、専門家が幼保小に入るだけでは前に進みません。先
生方の協力があってこそ、子どもたちの成長にうながる活動だと

思います。 3年前か らしヒ較すると、先生方が専門的な視点で子ど
もの話をする事が増え、子どもの成長だけでなく、先生方の吸収
力の高さにも驚きました。ご協力にとても感謝 しています。今後
も継続 して、このような活動ができたらと思うと同時に、捲要性
も感 じています。 (作業療法士)

この 3年間の事業がどれだけ竹田市の教育保育施設に浸透 し、

継続 していけるかが課題になると思います。幼保小でカリキュラ
ムを作成 し、それぞれの地区で交流会や連絡会を進めていき、振
り返 りや意見交換を充実させていくことが架け橋の第一歩になる
と思います。まだまだ幼保小の連携について理解や知識が浅いの

で、協議会でも研修や公開保育を実施 し、子どもの学びや育ちに
ついて勉強できる機会を設けていきたいです。 (幼 児教育施設)

国のモデル地域 として今和 4年度から始まった「架け橋期のカ

リキュラム」の開発は、南部幼稚園と由部小学校をモデル校園に

設定したことが大きなポイン トだったと思います。この南部幼小
のモデルカリキュラムが先行事例となり、竹田市のみならず、大

分県全体の「架け橋期のカリキュラム」の充実につながっていま

す。 とても感謝 しています。 これからも、架け橋期の教育の充実
に向けて、継続・進化させていくことを願っています。

(県幼児教育センター)

自治体が掲げる目指す子ども像を「幼児教育施設」と「小学

校」が共有 し,その実現に向けて架け橋期カリキュラムを作成す

ることで,個 々の学校園に留まらず,竹田市全体での取組 として

進めることができたと思います。今後は,モデル校園の実践を踏
まえて作成された架け橋期カリキュラムを踏まえ,すべての検園
でカリキュラムの作成 。実施がなされることを期待 します。そし

て,今回の事業をきっかけに,竹田市で架け橋期カリキュラムの

作成,実施,改善のサイクルが「文化」として根付くことを願っ

ています。 (大学教授)

幼児期か ら小学校 までの育ちや学びを連続性 とい う視点か ら捉
え直 し、カ リキュラムを作 り上げたことが大きな成果 と考 えてい

ます。 また、架け橋期に育てたい資質や能力を共有することで、
保育活動や学校での学習活動のめざす方向性がよ り明確になった
のではないか と思います。

本研究を通 して小学校教職員の意識 にも変容が見 られ、幼児教

育施設での遊びを通 した学びを意識 した指導が見 られ るようにな

りました。今後は、 この取組が持続的に取 り組 まれ るようにその

体制づ くりをしていきたい と考えています。 (小 学校 )

これまで,竹田市の架け橋期のコーディネーターとして,モデ
ル校園である肖部幼小のレ白

とさんと一緒に試行錯誤 しながら「架け

橋期の力リキュラム」作成に取 り組んできました。作って終わり
ではなく, このカリキュラムを真ん中に置いて、園と小学校が協
働 して子どもたちの学びをつないでいくことが大切です。「しん
けん遊しSミ 子」から「しんけん学しSミ 子」へ,「つなぐ 。つながる」
を合言葉に,持続可能な取組となることを願っています。
(県 幼児教育センター・架け橋期のコーディネーター)

幼保小架け橋 プログラムの開発は、幼稚園・保育所等か ら小学

校への円滑な接続 を図るために、園 と小学校が各々の役割を理解

し連携 してこどもの育成に関わるための、大切な道 しるべになる

ものです。

全てのお子さんにとって成長の一助 となるよう、今後 も継続 し

て見直 しを図つてい く取組が捲要 と考えます。 これ まで教育・保

育関係者の多くがその姓要性 を漠然 と感 じなが らも役割の違いか

ら実現で きなかった切れ日ない支援が、架け橋カ リキュラムを機
に大 きく前進 してい くことを期待 します。 (市 こども家庭セン

ター)

2年間しているとわかってくるもんだな。そういう趣旨でそう
いう取組をしているんだ。保護者も理解できるんだなと思いまし

た。 しかし、そこまで来るのに、すごく時間が掛かります。課題
としては、今後も子どもを取 り巻 く様々な家庭環境を考えながら

保護者にきちんと伝えていく努力をすることだと思います。保護

者にとってわかりやすい取組にする蜂要があります。 (保護者)



竹田市架け橋期のカリキュラム開発会議 委員名簿 (R4～R6)

竹田市教育長

由部小学校 校長

大分大学教育学部 教授

大分県教育庁幼児教育セシター 課長補佐

大分県教育
兵御撮籍房雪堂季〒ネ至ラぴ二十

イヾザ~

保護者 (し らゆり幼 。南部小)

保護者 (竹 田幼・竹田小)

荻げんきこども園 園長
なおいりこども園 園長

審留綴暮評評星
しらゆ り幼稚園 園長

都野小学校 校長 (前 南部小学校教頭 元指導主事 )

南部小学校 教諭

南部幼稚園 主幹教諭

作業療患ど
り客ぅ雪サてし生ナー

府内大
編甚も碁暫坐

)・ ツク

竹田市社会福祉課長

竹由市教育委員会 学校教育課長

符目幕雑套彊雑談蟹曇
竹田市教育委員会 学校教育課 指導主事

志賀 哲哉

響碕阪扉
麻生 良太

賀替畳釜
武滓 智美

阿部 優樹

古浮 尊士

奪斐
ひ
皇え

浄肇嘗垂
吉岡 洋子

猪股 良継

釘宮 公美

吉野由希子

兒玉 敬祐

永井 知佳

後藤いずみ

彊篭畢莫
奈川淳蕎
田辺 秀樹
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今和 4年度～今和 6年底

文部科学省委託

幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業に係 る

竹田市「幼保小の円滑な接続L推進プログラム

(幼保小の架け橋プログラム)


